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 下水道PR「小学生施設見学によるクイズラリー」 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

○ 小学生の施設見学を始めて 

足寄町の下水道では、供用開始と共に小学生を対象とした施設見学を行い下水道及び足寄下

水終末処理場の役割やしくみなどの説明を行ってきました。 

平成１２年１０月から供用を開始して今年で２０年目を迎えます。 

○ 下水道に関心を持ってもらいたい 

毎年職員により手作りで小学生用に「あしょろの下水道」

の資料を作成して施設見学を行ってきた。 

しかし、資料だけの説明では興味をもち理解してもらうの

が難しくなかなか関心を持ってもらえなかった。 

そこで・・・ 

○ 処理場内でクイズラリー実施 

施設見学する監視室、水質検査室、自動除塵器、オキシデージョンディッチ、放流管、マン

ホールの間にクイズを設置し『クイズラリー』を行う事としました。 

その場所に関するクイズを出題しみんなで解答することでより理解をしてもらい下水道に

対してさらなる関心を持ってもらえました。 

エントリー事例の特徴 

 

・少ない予算の中で『クイズラリー』を実施し下水道をより理解してもらう環境つくりを工夫しました。 

・下水道に関心の無い子でも『クイズラリー』を行う事によって参加しやすい環境をつくりました。 

・下水道に対して「きたない・くさい」イメージを払拭しに身近に感じてもらう事が出来た。 

・若手職員が自ら資料作成や会場設営また、施設見学を案内することで基本的な知識を学びました。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 


